
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年下第 13回例題        テキストは四谷大塚でお買い求めください。  中学受験のヘクトパスカル                 その 6 

 

 

(1)  

分母の 96 を素因数分解すると， 

  96=2x2x2x2x2x3 より， 

分子が 2 の倍数か 3 の倍数のときに約分されます。 

・分子の２の倍数の個数は， 

  96÷2=48・・・より 48個 

・分子の 3 の倍数の個数は， 

  96÷3=32・・・より 32個 

・分子の 6 の倍数の個数は， 

  96÷6=16・・・より 16個 

 

・約分できる個数は， 

  48+32-16=64(個) 

・既約分数の個数は， 

  96-64=32(個) 

 

32個 

 (2 と 3 の最小公倍数) 

 
96個 

2 の倍数 

48個 

 

3 の倍数 

32個 

 16個 

6 の倍数  

ダブっている 16個を引きます。 6 

 

96

96
は約分できるので，分子を 1～96 までとしても既約分数の個数はかわりませんから 

分子を 96 までとして考えます。（計算がしやすいから） 

 


